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Iわ Iヵ,I国 1のい、 1規 1模 1離＇島 iで 1は 1過 1疎 1高 1齢［叶か 1先 I行

しI,I島 1内！て 1提 i供i叶き iるい叶護 Iサ 1-1ヒ1ス 1の 1離 1島 1間

差iゃ1要i介 1護 1高 1齢 1者［叶居 1住 1移 1動 Iヵ、 1多1数 1指 1摘iさ1れ

て l叫りI,［介 1護 1£1盤 1整1備 Iヵ,I喫 1緊 Iの 1課い叶と Iな IっIて
l、r、IるI IそiこIて 1本 I研 I究 Iて 1は I, I介 1護，基 1盤 1体 1制 Iに 1差

カゞ IぁIる I叶離l島旦 I民iの1要 I介i護 1期 Iのi暮 IらiしI意i向Iに

つIvヽIて I, I高 1齢 1者 I介 1護 1施 1設 lの1有 1無 l及 Iび1世1代 1間 1差

とIの1関 1連 Iヵ、 1ら1解 1析 lし1, 1可 1能 Iな 1限 Iり1住 Iみ l慣 Iれ Iた

地 I域iで 1暮 IらIし1続 Iけiら1れ Iる IナこIめ1の 介 1護 1施 1策 Iへ Iの
示 I唆iを！得iるiこlと 1を！目 i的¥と|し|た| I 

研□1方 1法 I I I I I I I I I I 
I沖 1縄 i県 I叶介 1護 1施 1設 1をi有iすiるI人 I口l規 1模 lの 1最 lも

／j、|さ|い |2I村iと I, I同 I規i模 I人 I口 1でi施！設 1の 1無|い|2 |村
tこIお Iい Iて I,I年 l代 1別無 l作i為i抽i出 Iし1た I20 I歳 1以 I上i住

民 16961人 1を 1対 1象 Iに 1要 I介 1護 1期 Iの 1暮ら 1し1に 1関 Iす Iる1留

置 Iき 1調 1査 1を 1行 Iつ Iた 11質 1問 1内 1容 iは 1, 1基 1本＇属 I性 Iと

要 I介！護！期！のi暮 Iら！しi意！向 Iを I問 Iぅ18 I項I目Iに I2 I件I法

で 1回 I答iを！求 Iめ I, I回 I答 Iの I得 IらIれ Iた 14171人 Iを 1分 I析 I対

象 IとiしIた 1- I解 1析 1は 1, I回 I答 Iデ 1-1夕iの 1類 1似 1性 Iや 1相
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お I,．主成分分析でも同様な結果が得られた

有 1施 1設の 1島では 1，要［叶護 1期［ゃ 1終 1末 1期 1の 1高 1齢 1者

iこ 1触i叫る機i会iは多|<|, 1老 1年世i代 1は 1島 lの介 1護 i事

t青Iや介 1護 1を 1取 Iり 1巻|<|人 I的 I ・ I物 I的 I ・ I社 1会 1環 1境 1的

諸 1要 1因 1を 1知る 1故 Iに'|島 1外 1の藝子や 1孫 Iに 1老1後 Iの I介

護 Iを託 Iす 1現 1実 1的選 1択 1をし 1ナこ Iと 1考え Iられる 1。 1ま

た無施設の島では，要介護期にある高齢者は

島外移 1動 Iし 1ており介 1護iを体 1験iす Iる 1機 i会 1はi少iな

< I, I｛井せ Iて 1島 1外で 1の 1要介 1護 1高 1齢 1者 1の 1実 1情 1を 1目

の I当 1た 1りにす IるIこ Iと 1で 1, 1島 1内 1志向 1を 1根強 Iいも

の 1に Iし 1て 1い 1る Iこ|と|力,I考|ぇ|ら Iれる I I老 1年1世代 Iの

暮らし意向には，高齢者介護の現状や社会経

済 1的 1基盤 I及 Iび 1島 1外で 1介 1護 Iさ Iれ Iてい 1る 1高齢 1者 Iの

実情が 1影響し 1てい 1る IこIと1ヵII推 1察 Iさ 1れ Iた 1 I 

I以 I上の Iこ Iとか Iら I, I要 I介 1護期 Iの 1高 1齢 1者 Iの 1居 I住

移動は介護施設が設置された島において高齢

者 Iに Iそ Iの 1意 1向が論強|<|表|ゎ|れ Iて 1ぉ Iり I, 住 Iみ 1慣 Iれ

た 1地 1域 Iて 1暮 Iら 1し続け Iら 1れる Iに 1は，介 1護サー Iビ

ス 1の I充 1実と 1と 1もに I, I親族 Iや 1近 1隣 I住 1民 Iに 1ょIる I支

援i体i制を 1強i化|す-Iる I必i要i性が 1示 i唆iさ1れ I↑こ I I I 
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Relationships among living preferences during the care period, the availability of elderly nursing 

care facilities, and intergenerational differences for residents of small isolated islands 

（小離島住民の要介護期の暮らし意向と高齢者介護施設の有無及び世代間差との関連）

（論文審査結果の要旨）

上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術的水準につ

いで慎重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1. 研究の背景と目的

人口千人規模の小離島では過疎高齢化の先行に加え、介護サービス提供の離島間格差や要

介護高齢者の島外移動等が指摘されており、介護基盤整備が喫緊の課題となっている。介護

基盤の整備状況は住民の要介護期の暮らし意向に影響を及ぼし、また家族意識の変化により

世代間で異なると推測されるが、これらの関連から検討された知見は殆ど見あたらない。本

研究では、小離島住民の要介護期の暮らし意向と高齢者介護施設の有無及び世代間の違いと

の関連を明らかにし、小離島の介護施策への示唆を得ることを目的としている。

2. 研究内容

沖縄県の離島で介護施設があり人口の最も少ない2村と施設の無い同規模人口の2村にお

いて、 20歳以上の住民を三世代に区分し無作為抽出した495人に留置調査を実施し、有効回

答の得られた417人を分析対象とした。要介護期の暮らしを問う設問は「子や孫と一緒に暮

らしたい」や「施設で暮らしたい」など、島内•島外各4項目に2件法で回答を求めた。デー
タの統計処理は項目別に分析後、住民の行動次元の暮らし意向を数量化3類による多変量解

析で求めた。その結果、項目別では有施設群の老年世代で島内項目が、若年・中年世代で島

外項目が有意に高い肯定率を示し、無施設群では世代間に統計的差異はみられなかった。数

量化3類により要介護期の暮らし意向は、島外自立型、島内自立型、島内家族型、島外家族

型の4つに類型化でき、対象者ごとの型を分析後、施設の有無別、世代別に検討した。有施

設群では老年世代で島外家族型が、若年・中年世代では島内型が有意に高く、無施設群で

は三世代とも島内家族型が一番高く、次いで老年世代で島内自立型と島外家族型の占める

割合が有意に高かった。これらの結果に関し島内介護の現状や社会経済的基盤及び島外の

介護の実情等が影響している点を考察し、さらに有施設群に予測される島外移動や無施設

群での島内介護期待を踏まえた小離島の介護施策の課題について言及していた。
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3.研究成果の意義と学術的水準

これまで要介護期の暮らし意向と介護施設の有無及び世代間差との関連を探る研究は本

邦及び国際的にも報告は殆ど見あたらない。本研究は、他市町村と隔絶された小離島の4

村住民を対象に要介護期の暮らし意向を解析し、有施設群の方が島外移動の可能性が高い

ことや無施設群で島内介護期待が高いことを指摘し、施設整備とともに在宅支援や地域づ

くりによる島内介護体制充実の必要性を報告したものである。本邦においては、これから

の小離島の介護施策の方向性を位置づける先駆的な研究であり、超高齢社会における地域

の支援体制づくりなど介護力向上にむけた具体策を立案し今後の研究を展望する上でも学

術的価値が高いものと判断した。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。


